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おお
ららせせ
知知
今月

のおお
ららせせ
知知

福 

　祉

福 

　祉

　全長1,000㌔㍍を超える歩いて旅するための
道、みちのく潮風トレイルが６月９日に全線開通
しました。みちのく潮風トレイルは、青森県八戸市
蕪島から福島県相馬市松川浦までの海岸線を中心
にルートが通っています。
　東北太平洋沿岸のダイナミックな海、川、里、森
と連続する美しい景観を歩く中で生まれる人と人
との温かな交流もこのトレイルの大きな魅力の一
つです。ルートは地元の方からの意見を通じて設
定されました。
　皆さんに楽しく安全に歩いてもらうため、名取
市閖上に完成した「みちのく潮風トレイル 名取ト
レイルセンター」と、トレイル沿線の五つのビジ
ターセンター、インフォメーションセンターが連
携して、必要な情報や、各地で開催されるイベント
情報などを発信しています。
　センターには自由に使える交流スペースもある
ので、ぜひ気軽に立ち寄ってください。
□問‌　みちのく潮風トレイル
　　名取トレイルセンター
　　☎ 022-398-6181
　　市観光課（内線3536）

環
境
・
エ
コ

環
境
・
エ
コ

みちのく潮風トレイルが
全線開通しました！
みちのく潮風トレイルが
全線開通しました！

子
ど
も
・
教
育

子
ど
も
・
教
育

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

学
児
を
持
つ
保
護
者

定
員　
20
人〔
先
着
〕

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
８
月
21
日（
水
）

□申‌・□問‌　
石
巻
市・女
川
町
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
く
る
み

　
☎
２
４－

８
３
５
５

kurum
i@

i-shoshin.or.jp

　
市
障
害
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
７
９
）

　
65
歳
以
上
の
方
の
平
成
31
年

度
介
護
保
険
料（
本
算
定
）通
知

書
を
８
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
。平
成
30
年
中
の
所
得
に
基

づ
い
て
算
定
し
ま
す
。決
定
通

知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問‌　
介
護
保
険
課

　
（
内
線
２
４
４
５
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

小
型
家
電
に
は
、貴
重
な
金

属
資
源（
レ
ア
メ
タ
ル
）が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
公
共
施
設
な
ど
15
カ
所

に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
家
庭
で
不
要

に
な
っ
た
使
用
済
み
小
型
家
電

を
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所・

対
象
品
目
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

□問‌　
廃
棄
物
対
策
課

　
（
内
線
３
３
７
３
）

 

・ 

８
月
６
日（
火
）広
島
市
原
爆

投
下
時
刻
の
午
前
８
時
15
分

か
ら
１
分
間

 

・ 

８
月
９
日（
金
）長
崎
市
原
爆

投
下
時
刻
の
午
前
11
時
２
分

か
ら
１
分
間

 

・ 

８
月
15
日(

木)

全
国
戦
没
者

追
悼
式
が
始
ま
る
正
午
か
ら

１
分
間

□問‌　
福
祉
総
務
課

　
（
内
線
２
４
５
９
）

 

お
わ
び
と
訂
正

　
「
市
報
い
し
の
ま
き
７
月
号
」

の
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た「
敬

老
会
の
ご
案
内
」の
中
で
、河
北

地
区
の
日
に
ち
の
９
月
７
日

（
土
）は
誤
り
で
し
た
。正
し
く

は
９
月
14
日（
土
）で
す
。お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
家
庭
の
経
済
的
な
理
由
か
ら

支
援
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
児
童・
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
て
、就
学
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

対
象

○
保
護
者
の
世
帯
全
体
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、経
済

的
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
世
帯

 

・ 

生
活
保
護
を
停
止
ま
た
は
廃

止
と
な
っ
た

 

・ 

市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減

免
さ
れ
て
い
る

 

・ 

固
定
資
産
税
や
個
人
事
業
税

が
減
免
さ
れ
て
い
る

 

・ 

国
民
年
金
の
保
険
料
の
減
免

を
受
け
て
い
る

 

・ 

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
ま

た
は
徴
収
の
猶
予
を
受
け
て

い
る

 

・ 

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る

 

・ 

生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け

を
受
け
て
い
る

 

・ 

世
帯
員
全
員
の
合
計
収
入
が

著
し
く
低
い
な
ど
の
事
情
が

あ
る

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
経
済
的
な
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
世
帯

 

・ 

家
屋
が
半
壊
以
上
の
被
害
を

受
け
た

 

・ 

原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら

避
難
し
て
き
た

 

・ 

解
雇
な
ど
に
よ
り
著
し
く
収

入
が
減
っ
て
い
る

※
申
込
方
法
な
ど
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□申‌・□問‌　
各
小・中
学
校

　
市
教
育
総
務
課

　
（
内
線
５
０
１
７
）

《
特
別
障
害
者
手
当
》

対
象　
20
歳
以
上
で
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
り
、日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
方

手
当
月
額　
２
７
、２
０
０
円

 

・ 

施
設
入
所
ま
た
は
３
カ
月
を

超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
障
害
児
福
祉
手
当
》

対
象　
20
歳
未
満
で
重
度
の
障

害
が
あ
り
、日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
在
宅
の
方

手
当
月
額　
１
４
、７
９
０
円

 

・ 

施
設
入
所
お
よ
び
障
害
を
事

由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け

て
い
る
と
き
は
、支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》

対
象　
心
身
に
障
害
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
の
父
母
、ま

た
は
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方

手
当
月
額　

　
１
級　
５
２
、２
０
０
円

　
２
級　
３
４
、７
７
０
円

 

・ 

施
設
入
所
お
よ
び
障
害
を
事

由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け

て
い
る
と
き
は
、支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

※
い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

※
手
当
を
受
け
る
に
は
、所
定

の
書
類
を
提
出
し
申
請
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず

に
！
》

　

特
別
障
害
者
手
当
、ま
た
は

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
、毎
年
１
回
現
況
届

（
所
得
状
況
届
）の
提
出
が
必
要

で
す
。該
当
者
に
は
８
月
上
旬

に
通
知
し
ま
す
。

□申‌・□問‌　
障
害
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
８
３
）

と
き　
９
月
４
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所
４
階　
庁
議

室
内
容

 

・ 

健
康
講
話　
「
簡
単
！
家
庭

で
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

呼
吸
法
、音
楽
に
合
わ
せ
た

運
動
、ス
ト
レ
ッ
チ・筋
ト
レ

や
脳
ト
レ
の
実
技
で
す
。動

き
や
す
い
服
装
と
飲
み
物
を

持
参
く
だ
さ
い
。

 

・ 
交
流
サ
ロ
ン　
「
聞
こ
え
」に

関
す
る
暮
ら
し
の
個
別
相
談

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
手
話
通
訳
と
要
約

筆
記（
文
字
通
訳
）が
付
き
ま

す
。

対
象　
市
内
在
住
の
聴
覚
障
害

者
と
そ
の
家
族・
関
係
者
な

ど
※
予
約
不
要

□問‌　
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）

☎
０
２
２－

３
９
３－

５
５
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
２
２－

３
９
３－

５
５
０
２

　
市
障
害
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
８
４
）

　
発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
の

就
学
に
向
け
て
の
悩
み
や
、心

配
事
を
話
し
合
う
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　
９
月
４
日（
水
）

　
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

街
角
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
桜

（
不
動
町
二
丁
目
８－

５
）

対
象　
発
達
が
気
に
な
る
未
就

小・中
学
生
対
象
の

就
学
援
助
制
度

障
害
の
あ
る
方
へ

各
種
手
当
の
ご
案
内

み
み
サ
ポ
サ
ロ
ン
の

ご
案
内

未
就
学
児
保
護
者
向
け

交
流
会

介
護
保
険
料（
本
算
定
）決
定

通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す

使
用
済
み
小
型
家
電
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
！

Ⓒ恋する灯台プロジェクト

牡鹿　御番所公園

雄勝　大須崎灯台北上　神割崎

戦
没
者
や
原
爆
死
没
者
に

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
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応
職員
縁
全国からの全国からの

「住まいの復興給付金」申請相談会

と　　き ところ
８月17日（土）

午前10時～午後4時 市役所５階市民サロン前
９月７日（土）

と　　き ところ
８月17日（土）

午前10時～午後4時 市役所５階市民サロン前
９月７日（土）

□問‌ 　住まいの復興給付金事務局コールセンター
　　☎ 0120-250-460（通話無料）　午前 9時～午後 5時（土日・祝日を除く）
　　市生活再建支援課（内線 3955）

　東日本大震災で被災した住宅（借家を除く）の所有者が、平成26年４月の
消費税率８％引き上げ以降に、住宅を建築・購入、または補修（工事費が税抜
100万円以上）し、その後居住する場合に、消費税増税分相当（建築・購入の場
合、最大約90万円）の給付が受けられる制度です。
※申請は、住宅の引渡日から１年以内にしてください。
 　（令和３年12月31日までに引き渡された住宅が対象） 
※次の場合は申請対象外です。

被災時に住宅を所有していなかった場合／賃貸にお住まいだった場合／
消費税率５％で建築・購入、あるいは補修を行っている場合

相談内容　給付の可否、申請書の記入方法、必要書類、作成済み書類の確認
など

　　　　　※会場では申請書の提出はできません。

　住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）は、震災により被害を受けた方が、
住宅の再建・補修をするための融資（建設・購入の場合は当初５年間の金利
０％）について、相談会を行っています。
　また、地元金融機関の住宅ローンに関する相談も可能な場合があります。

「災害復興住宅融資」無料相談会

□申‌ ・□問‌　住宅金融支援機構お客様コールセンター
　　　　☎0120-086-353（通話無料）　午前9時～午後5時（祝日を除く）
　　□問‌　市生活再建支援課（内線 3955）

要電話予約

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

復興特区による税制優遇制度

復
興
特
区
の
種
類

特区の名称 対象区域 対象業種

石巻まちなか再生特区
中央、中瀬、立町、千石町、鋳
銭場、穀町、日和が丘一丁目
の一部、住吉町一丁目の一部

医療業、商業、宿泊業、飲食
業、ICT関連産業、新エネ
ルギー関連産業など

愛ランド特区 田代、渡波、荻浜、雄勝、北上、
牡鹿の各地区の一部

商業、宿泊業、飲食業、新エ
ネルギー関連産業など

ものづくり特区

用途地域における「工業専用
地域」、「工業地域」、「準工業
地域」のうち既存居住地域を
除く地域などの一部

自動車や高度電子機械、食
料品などの製造関連産業

IT特区
中央、門脇町、羽黒町、山下・
大街道、湊、中里、開成、蛇田
の各地区の一部

情報サービス関連産業

農業特区 渡波、稲井、蛇田、河北、河南、
北上、牡鹿の各地区の一部

農業に関連する食料品製造
業、宿泊業、飲食業など

税
制
特
例
の
内
容

①新規立地法人優遇税制
新設の法人が指定後5年間法人税の課税を繰り延べ
②新規取得設備の特別償却または税額控除
新規取得などした建物・機械などについて、特別償却または税額控除
③被災雇用者給与の特別控除
被災雇用者などに対する給与等支給額の10％を、税額の20％を限度に5年間税額控
除
④研究開発設備の特別償却と税額控除
開発・研究を目的とする新規取得資産について、特別償却と併せて税額控除
⑤地方税の特例
　①、②、④の特例を受けた場合、固定資産税などの減免を最大５年間受けられます。
※①～③は、各年度でいずれか一つの選択適用となります。
　④は併用することができます。

　復興特区による税制優遇制度の相談、申請を受け付けています。
　対象となる法人・個人事業者の方は、法人税や所得税、地方税減免などの
特例を受けることができます。
※特例を受けるためには、市または県からの指定および事業実施状況の認定
が必要です。
特区の認定日以降で前年度以前に取得した対象資産は、指定後に確定した
分の地方税のみ免除を受けられます。

□申‌ ・□問‌　商工課（内線 3523）

空間放射線量の測定結果� （単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時）
測定箇所 測定結果 測定期間

市立小学校、市立中学校、
市立高等学校� （敷地） 0.06～0.09 6/3～6/26

市立保育所、私立幼稚園、
私立保育園� （敷地） 0.04～0.08 6/3～6/26

公共施設等
（ホットスポット調査） 0.05～0.09 6/3～6/26

牡鹿地区集落 0.05～0.12 6/6～6/18

防災「合言葉」受賞作品防災「合言葉」受賞作品
優

　
　良

平成30年度石巻市学校防災推進会議

８
月
９
日（
金
）午
後
３
時
ご
ろ

　

除
染
な
ど
が
必
要
と
な
る
空

間
放
射
線
量
は
、
毎
時
０
・
23

㍃
シ
ー
ベ

ル
ト

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
お
い
て
放
射
線
量
の
測

定
を
行
っ
た
結
果
、
測
定
地
点

の
全
て
で
、
健
康
に
影
響
を
与

え
る
よ
う
な
数
値
は
検
出
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
テ
ス
ト
放
送

空
間
放
射
線
量

６
月
の
測
定
結
果

※
住
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食
品

な
ど
の
放
射
性
物
質
の
簡
易

検
査
お
よ
び
空
間
放
射
線
簡

易
測
定
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

□問‌　
環
境
課
（
内
線
３
３
６
６
）

　
未
申
請
世
帯
は
申
請
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

申
請
期
限　
令
和
２
年
４
月
10

日
支
給
対
象　
り
災
証
明
書
が
大

規
模
半
壊
以
上
で
住
宅
再
建

（
建
設・
購
入
、補
修
、賃
借
）

の
契
約
が
済
ん
で
い
る
世
帯

※
賃
借
に
関
し
て
は
公
営
住
宅

を
除
く
。

※
申
請
、受
給
済
み
の
世
帯
の

方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

□申‌・□問‌　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
３
９
５
５
）

　
地
域
福
祉
計
画（
第
３
期
）を

推
進・
啓
発
す
る
た
め
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
２
人（
公
募
枠
）

任
期　
委
嘱
の
日（
令
和
元
年

11
月
）か
ら
２
年
間

申
込
方
法　
地
域
福
祉
の
推
進

に
関
す
る
意
見
や
提
言
な
ど

を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
、必
要
事
項（
住
所・氏
名・

年
齢・
職
業・
電
話
番
号
）を

記
載
の
上
、郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

８
月
５
日（
月
）

～
26
日（
月
）

□申‌・□問‌‌　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）

　
福
祉
総
務
課

　
（
内
線
２
４
５
８
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
２－

３
４
５
４

isw
elfare@

city.ishinom
aki.

lg.jp

　
国
保
加
入
者
が
会
社
の
社
会

保
険
な
ど
、国
保
以
外
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、国

保
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で

す
。喪
失
手
続
き
を
し
な
い
と

国
保
は
加
入
し
た
ま
ま
と
な

り
、保
険
税
も
課
税
さ
れ
た
ま

ま
で
す
。

喪
失
手
続
き
に
必
要
な
も
の

社
会
保
険
証（
全
員
分
）の
写

し・国
民
健
康
保
険
証（
あ
る

場
合
の
み
）・
印
鑑・
身
分
証

明（
免
許
証
な
ど
）・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
郵
送
で
も
可
能
で
す
の
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申‌・□問‌‌‌　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
４
７
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
各
支
所

　
り
災
証
明
書
が
半
壊
以
上
で

住
宅
再
建（
建
設・購
入
、補
修
） 

を
し
た
、ま
た
は
、予
定
し
て
い

る
世
帯
で
、加
算
支
援
金
以
外

の
補
助
金
を
申
請
し
て
い
な
い

世
帯
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象

 

・ 

住
宅
再
建
事
業
補
助
金

 

・ 

津
波
浸
水
区
域
被
災
住
宅
小

規
模
補
修
補
助
金（
要
事
前

相
談
※
半
壊
を
除
く
）

□申‌・□問‌　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
４
７
６
７
）

住
民
に
寄
り
添
い
支
援

　

今
年
４
月
に
赴
任
し
、地
域
づ
く
り

基
金
事
業
助
成
金
の
交
付
事
務
や
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
業
務
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

千
葉
市
役
所
で
は
３
年
間
生
活
保

護
業
務
に
携
わ
り
、相
談
支
援
業
務
と

い
っ
た
直
接
的
な
支
援
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

石
巻
で
も
業
務
は
異
な
り
ま
す
が
、

住
民
の
方
々
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
中

で
地
域
の
意
向
を
く
み
取
る
こ
と
を
意

識
し
、皆
さ
ん
が
納
得
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
石
巻
の
第
一
印
象
は
、海
産
物
が
魅
力

的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
特
に
金
華
サ
バ
の
缶
詰
の
美
味
し
さ

に
は
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
私
の
出
身
地
長
野
県
は
海
な
し
県
で

す
が
、な
ぜ
か
サ
バ
缶
を
味
噌
汁
に
入

れ
た「
サ
バ
缶
の
味
噌
汁
」が
郷
土
料
理

と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
昔
か
ら
よ

く
サ
バ
缶
を
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、脂
が

の
っ
た
金
華
サ
バ
の
缶
詰
は
私
の
サ
バ

観
を
変
え
ま
し
た
。

　

サ
バ
缶
に
限
ら
ず
、石
巻
の
海
産
物

は
ま
だ
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
い

ま
す
。石
巻
の
海
産
物
が
全
国
の
人
に

食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

地域協働課

宮
みや
川
がわ
　貴
たか
大
ひろ

さん（26）
千葉市から派遣

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

住
宅
再
建
補
助
金
の
相
談

万石浦小学校１年 安
あ

住
ずみ

　優
ゆ

希
き

たかだいへ　いそげと
　　　みんなで　こえかけて

地
域
福
祉
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
喪
失
届

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
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（行き）
停留所名 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目

石巻駅前 6:00 7:50 9:40 12:00 14:30
立町通り 6:02 7:52 9:42 12:02 14:32
住吉町 6:04 7:54 9:44 12:04 14:34
㈱ミヤコーバス石巻営業所 6:05 7:55 9:45 12:05 14:35
大橋通り 6:06 7:56 9:46 12:06 14:36
開北橋 6:07 7:57 9:47 12:07 14:37
霊園ロータリー前 6:12 8:02 9:52 12:12 14:42
３－４区墓域前 6:22 8:12 10:02 12:22 14:52

（帰り）
停留所名 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目

３－４区墓域前 7:15 9:05 10:55 13:15 15:45
霊園ロータリー前 7:25 9:15 11:05 13:25 15:55
開北橋 7:30 9:20 11:10 13:30 16:00
大橋通り 7:31 9:21 11:11 13:31 16:01
㈱ミヤコーバス石巻営業所 7:32 9:22 11:12 13:32 16:02
住吉町 7:33 9:23 11:13 13:33 16:03
立町通り 7:35 9:25 11:15 13:35 16:05
石巻駅前 7:37 9:27 11:17 13:37 16:07

※駐車禁止区域外の路上は、全区域
　「片側駐車」となります。

お盆は、石巻霊園内が大変混み合います。
霊園行き無料バスをご利用ください。

○供物は必ずお持ち帰りください。
○霊園内での火災を防ぐため、火の後始末を徹底しましょう。

霊園行き無料バス時刻表
とき　８月13日（火）・14日（水）

□問‌ 　環境課（内線3365）

※内海橋災害復旧工事に伴い、中央三丁目停留所は立町通り停留所
（仙台銀行付近）に変更しました。

お盆の石巻霊園は混み合います

募
集
・
案
内

募
集
・
案
内

数
が
２
カ
月
分
ず
つ
年
６
回

に
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、11

月
は
、８
月
～
10
月
の
３
カ

月
分
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

□問‌　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
２
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　
未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
に
対
す
る
臨
時・
特
別
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
方

 

・ 

11
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
る
父
ま
た
は
母

 

・ 

10
月
31
日（
木
）時
点
で
、こ

れ
ま
で
婚
姻(

法
律
婚)

を
し

た
こ
と
が
な
い
方

 
・ 

10
月
31
日（
木
）時
点
で
、事

実
婚
を
し
て
い
な
い
方
ま
た

は
事
実
婚
相
手
の
生
死
が
明

ら
か
で
な
い
方

支
給
金
額　
１
７
、５
０
０
円

申
請
期
間　

８
月
１
日（
木
）

～
令
和
２
年
２
月
３
日（
月
）

支
給
時
期　
令
和
２
年
１
月
～

３
月

※
11
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合

は
１
月
支
給

※
未
婚
事
由
で
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
方
に
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

□申‌・□問‌　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
２
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
者

証
は
、毎
年
10
月
１
日
が
更
新

日
で
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

０
歳
～
中
学
３
年
生
の
保
護

者（
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
は
手
続
き
不
要
）

登
録（
更
新
）手
続
き

 

・ 

原
則
、手
続
き
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。９
月
下
旬
に
、受

給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

 

・ 

登
録
申
請
を
し
て
い
な
い
方

な
ど
申
請
が
必
要
な
方
に

は
、８
月
上
旬
に
申
請
書
な

ど
を
送
付
し
ま
す
。

申
請
方
法　
窓
口
へ
持
参
、ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
８
月
23
日（
金
）

必
要
な
も
の

 

・ 

健
康
保
険
証（
子
ど
も
の
名

前
が
入
っ
た
も
の
）

 
・ 

印
鑑（
ゴ
ム
印
を
除
く
。認
印

可
）

 

・ 

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
な

い
保
護
者
は
、前
住
所
地
の

（
非
）課
税
証
明
書（
平
成
31

年
度
分
）ま
た
は
源
泉
徴
収

票
の
写
し（
平
成
30
年
分
）

※
受
給
資
格
に
所
得
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、財
源
の
一
部

と
し
て
充
当
し
て
い
る
県
の

補
助
金
制
度
で
は
所
得
判
定

を
行
う
た
め
所
得
の
確
認
が

必
要
で
す
。

※
本
事
業
は
、「
特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付
金
」を

財
源
の
一
部
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

□申‌・□問‌　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）

　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
４
６
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
各
支
所

　
新
市
街
地（
さ
く
ら
町
）と
既

成
市
街
地（
下
釜
第
一
地
区・新

門
脇
地
区
）の
住
宅
用
地
と
半

島
沿
岸
部（
雄
勝
地
区・北
上
地

区・牡
鹿
地
区
）に
防
災
集
団
移

転
で
造
成
し
た
未
登
録
住
宅
用

地
に
つ
い
て
、移
転
希
望
者（
既

成
市
街
地
は
利
用
者
も
含
む
）

の
再
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
開
始　
９
月
中
旬

募
集
区
画
数

 

・ 

半
島
沿
岸
部　
約
80
宅
地

 

・ 

新
市
街
地　
約
20
宅
地

※
既
成
市
街
地
は
未
定　

対
象　
対
象
地
区
に
住
宅
を
建

築
し
、本
人
ま
た
は
親
族（
６

親
等
以
内
の
血
族・配
偶
者・

３
親
等
以
内
の
姻
族
）が
居

住
す
る
方（
既
成
市
街
地
の

み
事
務
所・
社
員
寮
な
ど
の

建
築
を
予
定
す
る
事
業
者
を

含
む
）

※
事
業
者
は
分
譲
の
み

契
約
内
容　

 

・ 

半
島
沿
岸
部　
売
買
契
約
の

み
※
登
録
決
定
後
、契
約
ま
で
に

数
カ
月
か
ら
半
年
か
か
り
ま

す
。

 

・ 

新
市
街
地　

売
買
契
約（
一

部
借
地
可
）

 

・ 

既
成
市
街
地　
売
買
契
約
ま

た
は
定
期
借
地
権
設
定
契
約

※
詳
し
く
は
市
報
９
月
号
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

□問‌‌　
集
団
移
転
推
進
課

　
（
内
線
５
４
９
０
）

　
上
釜
南
部・下
釜
南
部・湊
西

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
で
造

成
が
完
了
し
た
用
地
の
一
部
の

随
時
公
募
を
実
施
し
ま
す
。す

で
に
公
募
し
て
い
る
石
巻
ト
ゥ

モ
ロ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ
ン
に
つ

い
て
は
、公
募
区
画
を
２
区
画

追
加
し
ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、必
要
書
類

を
添
え
て
直
接
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

選
考
方
法　
譲
受
予
定
者
の
決

定
は
、書
類
審
査
の
上
先
着

順
で
行
い
ま
す
。

※
募
集
場
所
や
申
込
書
な
ど
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

□申‌・□問‌‌　
産
業
推
進
課

　
（
内
線
３
５
４
５
）

　
市
内
企
業
５
社
に
よ
る
合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
企
業
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
や
、

企
業
ブ
ー
ス
で
個
別
面
談
を
行

い
ま
す
。

と
き　
８
月
23
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時（
受

付
開
始
午
後
１
時
）

と
こ
ろ　
か
わ
ま
ち
交
流
セ
ン

タ
ー（
か
わ
べ
い
）

□申‌・□問‌‌　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
巻　

　
☎
９
５－

０
１
５
８

　
市
商
工
課（
内
線
３
５
２
６
）

　
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
佐

原
囃
子
と
篠
笛
を
は
じ
め
、若

手
漫
才
、サ
ッ
ク
ス
と
ピ
ア
ノ

の
演
奏
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を

繰
り
広
げ
ま
す
。

と
き 

・ 

と
こ
ろ

 

・ 

８
月
17
日（
土
）午
後
０
時
30

分　
渡
波
公
民
館

 

・ 

８
月
18
日（
日
）午
前
９
時
30

分　
新
蛇
田
第
１
集
会
所

　
（
新
立
野
復
興
住
宅)

□問‌　
石
巻
ス
タ
ッ
フ

☎
０
９
０－

３
３
６
０－

１
７
７
２

　
石
巻
専
修
大
学

☎
２
２－

７
７
１
１

　
市
総
務
課（
内
線
４
０
３
７
）

委
託
期
間　
８
月
１
日（
木
）～

　
令
和
４
年
７
月
31
日（
日
）

事
業
者　
（
株
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
ク
シ

ア
営
業
本
部　
営
業
開
発
部

門　
東
北
支
店

業
務
場
所　
市
民
課
お
よ
び
待

合
ス
ペ
ー
ス

委
託
業
務
内
容

 

・ 

証
明
書
発
行
窓
口
業
務

 

・ 

印
鑑
登
録
業
務

 

・ 

公
用
、郵
送
請
求
業
務

 

・ 

住
基
異
動
入
力
処
理
業
務

 

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
業
務

 

・ 

フ
ロ
ア
案
内
業
務

□問‌　
市
民
課（
内
線
２
３
１
５
）

 

・ 

事
業
継
続
対
策
助
成
制
度
の

新
設

 

・ 

上
水
道
料
金
助
成
金
の
拡
充

 

・ 

指
定
企
業
者
の
対
象
業
種
の

拡
充

 

・ 

環
境
対
策
設
備
助
成
金
の
見

直
し

※
助
成
率
を
50
％
、交
付
限
度

額
を
１
、５
０
０
万
円
に
改
め

ま
し
た
。た
だ
し
９
月
30
日

（
月
）ま
で
に「
指
定
企
業
者
申

請
」を
受
け
付
け
た
分
は
、前

の
制
度（
助
成
率
１
０
０
％
、

交
付
限
度
額
３
、０
０
０
万

円
）を
適
用
し
ま
す
。

□問‌　
産
業
推
進
課

　
（
内
線
３
５
４
４
）

　
市
民
主
体
の
団
体
が
行
う
日

常
生
活
上
の
助
け
合
い
活
動
に

対
し
、助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
活
動
の
拠
点
を

置
く
次
の
団
体

 

・ 

市
民
主
体
で
、構
成
員
が
５

人
以
上

 

・ 

会
則
、規
約
な
ど
を
有
す
る

対
象
事
業
お
よ
び
助
成
限
度
額

 

・ 

送
迎
支
援　
通
院
、社
会
参

加
な
ど
で
交
通
手
段
に
困
っ

て
い
る
高
齢
者
、障
害
者
な

ど
の
車
両
に
よ
る
送
迎

　
年
額
12
万
円

 

・ 

買
物
支
援　
生
活
物
資
の
調

達
が
困
難
で
、支
援
が
必
要

な
方
へ
の
互
助
的
な
支
援

　
年
額
６
万
円

 

・ 

見
守
り・
声
掛
け
支
援　
訪

問
に
よ
る
見
守
り
、声
掛
け

活
動
で
安
否
確
認
、ひ
き
こ

も
り
防
止
な
ど
を
図
る
活
動

　
年
額
６
万
円

 
・ 
交
流・
助
け
合
い
活
動　
集

会
所
な
ど
を
活
用
し
た
高
齢

者
、子
ど
も
、障
害
者
な
ど
の

多
世
代
交
流
や
座
談
会
な
ど

　
年
額
６
万
円

対
象
経
費　
事
業
の
実
施
に
要

す
る
経
費

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
窓
口
で
配
布
す
る
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□申‌・□問‌　
包
括
ケ
ア
推
進
室

　
（
内
線
２
５
７
３
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　
児
童
扶
養
手
当
、母
子・父
子

家
庭
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い

る
方
は
、毎
年
１
回
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　
該
当
者
に
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
８
月
２
日（
金
）～
22
日

（
木
）

※
通
知
書
に
指
定
日
と
場
所
を

記
載
し
ま
す
。

※
新
た
な
申
請
は
、随
時
受
け

付
け
ま
す
。

□申‌・□問‌　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
２
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　
４
月
～
７
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
８
月
９
日（
金
）に
振
り

込
み
ま
す
。

※
11
月
分
の
手
当
か
ら
支
給
回

市
民
課
窓
口
業
務
の
一
部
を

民
間
事
業
者
に
委
託
し
ま
す

石
巻
市
企
業
立
地
等
促
進
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

地
域
互
助
活
動
促
進

事
業
助
成
金

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

更
新
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

今
月
は
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
月
で
す

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
に
給
付
金
を
支
給

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給

資
格
登
録
の
更
新
時
期
で
す

各
住
宅
用
地
の
移
転

希
望
者
を
再
募
集
し
ま
す

第
９
回
プ
ラ
イ
ド・オ
ブ・

ジ
ャ
パ
ン
～
思
い
を一つ
に

立
地
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

石
巻
合
同
企
業
説
明
会


